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モデルベースド システムエンジニアリング(MBSE)と
1次元運動シミュレータ (Dymola)との連携について
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Dymolaの概要
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DymolaはスウェーデンのＤｙｎａｓｉｍAB社(2010年
より (Dassault systemes Sweden )が開発した運動
モデルシミュレータです。ライブラリー化された部
品（運動モデル）を組み合わせて、さまざまな現象
を直観的にモデリングして簡単にシミュレーション
できます。

現象をモデル（数式）として扱うので
従来では困難であった、大規模モデルの
シミュレーションや制御プログラムとの連
携に適しています。
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Dymolaの概要
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Dymolaの概要
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Dymolaの特徴

Dymolaの特徴

■ 機械系だけでなく、いろいろな分野に応用が可能です。（電機・電子部品モデルや
流体モデルなど、豊富なライブラリーが準備されています。）
■ 使い易い操作画面（複雑なモデルを分かりやすく表現することができます。)
■ 大規模なシミュレーションが可能です。(高速な計算エンジンを持っています。)
■ 制御プログラムとの連携が容易です。(Simulinkとの双方向通信が可能です。)
■ 運動モデルをダイレクトにプログラム化できます。(殆どの部品について、Modelica
ベースのソースコードを公開しています。)

Dymolaのロードマップ

■ 新しい部品ライブラリー（運動モデル）の開発が進んでいます。(Modelica協会と
の提携)
■ 有限要素法との連携が可能になります。（CATIA/CAEやAbaqusとのダイレクトイン
ターフェイス）
■ 3次元形状との連携が可能になります。（CATIA 干渉機能との連携）
■ パラメータの自動最適化が可能になります。（Isightとの連携による自動最適化）

※Abaqus/IsightはDassault systemes社扱いの製品名です。
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IsightとDymolaインタフェース

入出力ファイルに含まれる
変数がリストアップ

パラメータとして扱いたい項目
をリストから選択するのみ

解析プログラムの入出力フォ
ーマットを自動認識

Isight Dymola

Isightでの自動化設定
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最適化

 部品、フルビークルの動力性能最適化

単目的最適化
問題をクリアた
が、動力性能と
燃料効率の両
立させるような
多目的最適化
問題は強力な
最適化ツールを
期待
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MBSEについて
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次世代技術開発へのパラダイムシフト

電池
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新パラダイムの問題

複雑性が増す自動車開発において、機械的な構造と制御システムを関連付けた
形で仕事を進めないと、ますます開発が難しくなってしまうのではないでしょうか。

これらの技術開発を人間系で管理しながら、同時に進めることは極めて難しく、た
いへんな労力と神経を使って仕事を進められているのではないでしょうか。

インバーター

制御ソフトウェア トランスミッション制御システム

シャシー

ボディー

システムエンジニアリングは、複雑性を整理して管理する一般的な手法です。
ダッソー･システムズ社は、航空機の開発／設計で先行して取り組んだ「システ
ムエンジニアリングの見える化」を自動車分野に応用できると考えています。
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CATIA Systemは抽象的なシステムエンジニアリングの考え方を解りやすくするために
、要求／仕様 ・ 機能展開 ・ 論理展開 ・仮想検討（シミュレーション）に分けて体系的
にまとめています。

システムエンジニアリングとDymolaの関係
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